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災害時要援護者台帳への登録を
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（吾岡山）

　５月12日、吾岡山文化の森で、
「第１回ごめんな祭（さい）」が
開催されました。
　始球式ならぬ始球餅（餅なげ）
が行われた後、約30人が思い思い
の「ごめんなさい！」を壇上から
叫びました。

ごめんなさ～い！ごめんなさ～い！
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集特災防 集特災防
風水害・土砂災害シーズンに備えて

最近の大雨災害

毎年、大雨により多くの方が犠牲になっています。
大雨・土砂災害は最も身近で危険な自然災害です！

自分の命は、
自分で守る！

平成22年梅雨前線による大雨
　岐阜県可

か

児
に

市
し

など（九州から東北地方）
　死者・行方不明者21人、浸水被害約7,500棟

平成21年台風第９号
　兵庫県佐

さようちょう

用町、岡山県美
みまさかし

作市など
　死者・行方不明者27人、浸水被害約5,600棟

平成21年７月中国・九州北部豪雨
　山口県防

ほう

府
ふ

市
し

、福岡県大
おおのじょうし

野城市など
　死者35人、浸水被害約11,900棟

平成23年台風第６号
　四国地方など
　死者２人、浸水被害約150棟

平成23年７月新潟・福島豪雨
　新潟県、福島県など
　死者４人、浸水被害約8,900棟

平成21年台風第18号
　埼玉県さいたま市など
　死者５人、浸水被害約3,600棟

平成23年台風第15号
　愛知県、静岡県など
　死者・行方不明者19人、浸水被害約7,800棟

平成22年鹿児島県奄美地方における大雨
　鹿児島県奄美地方
　死者３人、浸水被害約900棟

◎平成21年～23年の大雨災害

　出典：中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料

平成23年台風第12号
　奈良県、和歌山県など
　死者・行方不明者94人、浸水被害約24,800棟

平成21年～23年の大雨災害による死者・行方不明者232人
（「平成24年版防災白書」より）
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風水害から命をまもるために

防災気象情報に注意しましょう

大雨 大雨による、災害の恐れがある場合、気象庁はさまざまな防災気象情報を発表します。
次々と発表される気象情報の意味を理解し、いざという時の行動に役立てましょう。

大雨に関する気象情報
警報・注意報に先立ち発表

大雨注意報
警報になる可能性がある場合はその旨記述

大雨に関する気象情報
雨の状況や予想を適宜発表

大雨情報
大雨の期間、予想雨量
警戒を要する事項などを示す

大雨に関する気象情報
刻一刻と変化する大雨の状況を発表

記録的短時間大雨情報
数年に一度の猛烈な雨が観測された
場合に発表

土砂災害警戒情報
土砂災害の危険度がさらに高まった
場合に都道府県と気象台が共同で発表

約１日程度前
大雨の可能性が
高くなる

半日～数時間前
大雨が始まる
強さが増す

数時間～　　　　
２時間程度前

大雨が一層
激しくなる

記録的な
大雨出現

被害の拡大が
懸念される　

大雨の場合に気象台が発表する防災気象情報大雨の場合に気象台が発表する防災気象情報

各種防災気象情報のタイミングの例
（気象庁HPより）

ただし、すでに浸水が始まっている場
合など、避難に危険を感じたら、無理
に避難せず、自宅や近所の２階以上の
建物にとどまり、救助を待ちましょう。

「記録的短時間大
雨情報」や「土砂
災害警戒情報」が
発表されたら、す
ぐに避難を開始し
ましょう。

大雨注意報が発表され
たら：避難しなければ
ならない可能性がある
ことを、家族と確認し
ましょう。
避難場所も確認してお
きましょう。

大雨が予想されるとき
は：テレビ・ラジオ・
インターネットなどで
最新の気象情報を確認
しましょう。

大雨警報が発表された
ら：自分の置かれた環境
により、早めの避難を心
がけましょう。
特に小さな子どもやお年
寄りがいる家庭は避難の
タイミングを逃さないよ
うにしましょう。
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自宅周辺の水害・土砂災害の
危険度を確認しましょう　　

河川の氾濫
「物部川・国分川洪水ハザード
マップ」は大雨によって物部川や国分川の
堤防が壊れたり、河川から水があふれた場合
に予測される浸水範囲と水深、避難場所を示
したものです。災害に備えて、大雨による浸
水の恐れのある場所をハザードマップで確認
し、早めの避難・安全な避難につなげましょう。
※平成21年５月全戸配布済

土砂災害
「土砂災害警戒区域の指定のお
知らせ」（土砂災害ハザードマップ）
は土砂災害から生命を守るため、土砂災害の
恐れのある区域を指定し、危険の周知、早め
の避難に役立てる目的で作成されたものです。
土砂災害から逃れるためには早めの避難しか
ありません。自宅が土砂災害の危険のある場
所かどうか事前に確認しましょう。

　災害時に緊急・一時的に避難する場所とし
て、かまどベンチ・トイレ・ＬＥＤ外灯、ま
た南国市で初めてとなる、強い地震の揺れに
も耐えられる耐震性の防火水槽（40㎥型）を
備えた防災広場が完成しました。この防災広
場、奈路防災コミュニティーセンター、奈路
小学校が奈路地区の防災拠点となります。

奈路防災広場　完成

上記「マップ」、「お知らせ」は南国市ホームページで閲覧できます。
また危機管理課にて配布しています。

かまど
ベンチ 耐震性　

防火水槽

ソーラー
LED外灯
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避難に関する
３つの情報

　南国市では、洪水・土砂災害などの危険が迫っている場
合に、避難に関する情報を発表します。状況に応じて、３
段階の情報を発表しますので、皆さんの置かれた状況によ
り、早めに避難行動を起こしましょう。

１避難準備情報

気象情報を基に、人的
被害の発生する可能性
が高まった場合に発表
します。

子どもやお年寄りがいる家
庭では避難を始めましょ
う。そのほかの場合も、避
難の準備を始めましょう。

２避難勧告　　

人的被害の発生する可
能性が明らかに高まっ
た場合に発表します。

最寄りの避難所への避難行
動を開始しましょう。

３避難指示　　

人的被害の発生する可
能性が非常に高いと判
断された場合、または
人的被害が発生した場
合に発表します。

まだ、避難を開始していな
い場合は、直ちに避難を開
始しましょう。

洪水・土砂災害から逃れるためには、
早めの避難しかありません！
空振りを恐れず、早めの避難を！

地　区

上　　倉

黒滝自然館せいらん
奈路小学校
奈路防災コミュニティーセンター
白木谷小学校

瓶      岩 瓶岩体育館
たちばな幼稚園

久 礼 田
久礼田小学校
久礼田体育館
久礼田保育所

国     府
国府小学校
国府保育所
国府公民館

岡     豊

北陵中学校
岡豊小学校
岡豊保育所
岡豊ふれあい館
岡豊高等学校

長     岡

長岡東部保育園
ＳＵＮＳＵＮながおか
長岡小学校
鳶ヶ池中学校
長岡西部体育館
長岡西部保育所

野     田

高知農業高等学校
後免野田小学校
野田公民館
後免野田保育園

後     免 後免町公民館

大     篠

大篠小学校
大篠公民館
大篠保育園
高知東工業高等学校
市立図書館
明見保育所
香長中学校

岩     村 岩村ふれあいセンター

日     章

香南中学校
日章小学校
日章福祉交流センター
あけぼの保育所
久枝防災施設

前     浜

大湊小学校
前浜公民館
伊都多神社
南国市立スポーツセンター
前浜津波避難施設

三     和

三和スポーツ交流センター
三和憩いの広場
里保育所
三和小学校
琴平神社

稲     生 稲生小学校
稲生ふれあい館

十     市

十市保育園
高齢者多世代交流プラザ
十市小学校
錦城公園
禅師峰寺

南国市洪水・土砂災害避難場所一覧

※平成25年３月現在

＊網掛けの避難場所は浸水・土砂災害に弱い避難場所です。
　災害の種類ごとに避難場所や取るべき行動が異なります

のでご注意ください。

※お問い合わせは
　危機管理課（☎８８０－６５７５）まで
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　市では、災害時に自力での避難が困難な方、避難
所での特別な配慮が必要な方など（災害時要援護者）
の情報を地域と共有して、普段からの地域の助け合
い（見守りなど）により、災害時の被害を少しでも
減らすための体制づくりを目的に、災害時要援護者
台帳システムの整備を行っています。
　台帳への登録をご希望の方は、申請をお願いしま
す。
　また、登録済みの方で、登録内容に変更があった
場合もご連絡ください。
■対象者／日常生活や災害時において地域の支援を

必要とする次の①～⑥のいずれかに該当する在宅
の方

　①身体障害者手帳１級または２級を所有する方
　②療育手帳Ａ１またはＡ２を所有する方
　③精神障害者手帳 1 級を所有する方

　④75歳以上の方
　⑤特定疾患受給者証を所有する方（難病患者）
　⑥上記以外の方で、登録を希望する方
＊施設入所や長期入院中の方は対象外
■登録情報／氏名、住所、生年月日、電話番号、家

族構成、要介護認定の有無、障害手帳の有無など
＊必要な個人情報を自主防災組織や民生児童委員、

消防団などに提供することについて同意の上、登
録してください。

＊災害時の支援だけでなく、普段の見守り、防災訓
練などにも活用します。

■備考／台帳への登録によって災害時などの支援が
保障されるものではありませんが、「自らの命は
自らで守る」の心構えのもと、地域でできる範囲
で助け合おうとする仕組みづくりにご協力をお願
いします。

避 難 支 援 者

要　援　護　者

民 生 児 童 委 員 自主防災組織・　　
　　　　消防団など

協力 協力

地 域 支 援 組 織

地 域 支 援 者

申請書の提出

普段からの見守り
災害時の避難支援
　　　　安否確認

　情報共有

地域の助け合いが大切!!地域の助け合いが大切!!

※登録・お問い合わせは、福祉事務所地域福祉支援係（☎８８０－６５６６）まで

地域での支え合いを! !
～災害時要援護者台帳への登録について～

市関係部署・組織

福祉事務所　　　
　地域福祉支援係
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「世界禁煙デー」
　タバコには様々な病気を引き起こす有害物質が含
まれています。自分でタバコを吸わなくても、他の
人のタバコの煙にさらされ、間接的に煙を吸い込ん
でしまう受動喫煙で健康が害されることがあります。
　特に子どもがいる家庭では受動喫煙に注意しまし
ょう。
Q：離れた場所で吸えば大丈夫？
A：タバコの煙は無風でも７ｍ先まで漂います。
　　（風がある時はその２～３倍）
Q：換気扇の下で吸えば大丈夫？
A：料理の時に換気扇を回しても、臭いは残るよう

に、煙の有害物質は残ります。

Q：窓を閉めてベランダで吸っているから大丈夫？
A：タバコの有害物質は髪の毛や洋服について部屋

の中に入ってきます。

　たばこを吸った後、しばらくの間は、吐き出す息
にも有害物質は含まれています。
　あなたの身近にいる大切な人はもちろん、あなた
自身を守るためにも、禁煙を始めてみませんか。
　禁煙補助薬を使用する禁煙方法が効果的です。
　お近くの薬局では薬剤師が、禁煙外来のある医療
機関（市内11か所あり）では医師が相談にのってく
れます。

※お問い合わせは　保健福祉センター（☎８６３－７３７３）まで

５ 月 31 日 は「世界禁煙デー」
「受動喫煙から大切な人を守ろう！」

　国保加入の手続きはお済みでしょうか。日本で
は、病気やけがをしたときに、経済的な負担を軽
減し、安心して治療が受けられるように、全ての
方がいずれかの公的医療保険に加入することに
なっています。加入手続きは、届出制です。会社
の健康保険の資格がなくなった場合など、他の保
険の資格喪失後14日以内に、忘れずに国保加入の
届出をお願いします。
＊加入手続きにより、国保税が課税されます。

＊国保税を長期間滞納した場合には、「短期保険
証」、または「被保険者資格証明書」が交付さ
れる場合があります。その場合でも、18歳未
満の子どもさんについては、滞納の状況に関わ
らず最低６か月間の「短期保険証」が交付され、
期限が来ると更新されます。

＊病気や経済状況の事情などにより納期までの納
付が困難な場合は、分割納付ができる場合があ
りますので、ご相談ください。

　倒産・解雇などで離職された非自発的失業者の
方の国保税が軽減される制度があります。軽減を
受けるためには、申請が必要です。
■対象者／次の全てに該当する方。
①雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職

者と認定された方。
②失業時に65歳未満の方。
③平成21年３月31日以降に失業された方。
■軽減額／該当者の前年中の給与所得を100分の

30とみなして、国保税を計算します。

■軽減期間／離職日の翌日の属する月からその月
の属する年度の翌年度末まで。

　　例えば、離職日が平成25年５月31日の場合は、
平成25年６月から平成27年３月までが軽減期間
となります。

＊軽減は平成22年度以降の国保税が対象となりま
す。

■確認方法／雇用保険受給資格者証の「離職理由」
欄の理由コードにより判定します。

■申請に必要なもの
　雇用保険受給資格者証、認め印

※お問い合わせは、市民課国保係（☎８８０－６５５５）まで

医療保険制度についてのお知らせ

非自発的失業者の国民健康保険税の軽減について
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種　　目 会　　場 開　催　日　時

テ　ニ　ス（男子）
小 山 テ ニ ス 場

６月23日㈰８：30
テ　ニ　ス（女子） ６月30日㈰８：30
バ ド ミ ン ト ン スポーツセンター ７月14日㈰９：00
ク レ ー 射 撃 高 知 射 撃 場 ７月14日㈰ 10：00
水 泳 十 市 小 学 校 ７月21日㈰８：30

軟 式 野 球 香南中学校 ・
比江スポーツグラウンド

７月28日㈰５：30
※開会式７月19日㈮

陸 上 競 技 高知高専グラウンド ７月28日㈰８：30
ゲ ー ト ボ ー ル あけぼの公園運動広場 ８月17日㈯８：30
スカッシュバレー スポーツセンター ９月１日㈰８：50
少 年 サ ッ カ ー 吾岡山文化の森スポーツ広場 ９月１日㈰９：00
ペ タ ン ク 三和交流グラウンド ９月１日㈰８：30
バ レ ー ボ ー ル スポーツセンター ９月８日㈰８：30

武 道
空手道・合気道・剣道
　 なぎなた・少林寺拳法

スポーツセンター ９月８日㈰ 13：00

ミニバスケットボール スポーツセンター ９月15日㈰８：30
バスケットボール スポーツセンター ９月22日㈰８：30
柔 　 道 香長中学校柔道場 10月５日㈯８：30
ターゲット・バードゴルフ 高知空港緑の広場多目的グラウンド 10月12日㈯８：30
卓 球 スポーツセンター 11月３日㈰８：30

（ ）

第51回市民体育大会第51回市民体育大会第51回市民体育大会
■申込方法／所定の用紙に記入の上、

スポーツセンターまで
＊参加種目は１人２種目以内
＊電話での申し込みはできません。
■申込締切／開催日の15日前まで
■備考
⑴各種目とも１位～３位まで表彰（武
　道は優秀賞）
⑵大会中の負傷は、応急処置以外は責

任を持ちません。
⑶種目によって雨天中止する場合があ

ります。
⑷各種目の抽選は種目団体が行いま

す。
⑸参加資格は、申込責任者がその責任

を負ってください。
　児童、生徒については保護者の承諾

印が必要です。
⑹参加者は、スポーツ安全保険などへ

の加入をお願いします。
■主催／南国市・南国市教育委員会

※申込先・お問い合わせは
　スポーツセンター
（〒783-0094　南国市前浜１３４４－３
　☎８６５－８０１５）まで

新規就農者への支援
　農業を始めて間もない方や農業技術を学びた
い方を支援します。
■青年就農給付金

▼経営開始型／就農時に45歳未満で、農業を始
めて５年以内の方に給付金を給付します。

＊給付額／150万円（年額）
＊最長５年間

▼準備型／就農時に45歳未満で、高知県指導農
業士などの下で農業技術研修を行う方に給付
金を給付します。

＊給付額／150万円（年額）
＊最長２年間

農地集積への支援
　農地を出すこと（利用権設定または農作業委
託）への踏み切りを支援します。
■農地集積協力金（出し手に対する支援）
　貸し付けなどを行う方に対し、面積に応じて
協力金を交付します。
＊0.5ha以下なら１戸当たり30万円など

※お問い合わせは
農林水産課農林水産振興係
（☎８８０－６５５９）
県中央東農業振興センター農業改良普及課
（☎０８８７－５３－３０３９）　まで

新規就農、農地集積を応援します
「人・農地プラン」は、人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」です。
「人・農地プラン」に位置付けされると、さまざまなメリットがあります。　　　

「人・農地プラン」について考えてみませんか
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※お問い合わせは、地籍調査課（☎８８０－６５７９）まで

調査に先立って、住民へ
の説明会を実施します。

一筆ごとの土地について、土地所
有者などの立ち会いにより、所有
者、地番、境界などを確認します。

地球上の座標値と結びつ
けた、一筆ごとの正確な
測量を行います。

②
一
筆
地
調
査

①
住
民
へ
の
説
明
会

●
地
籍
調
査
の
進
め
方
●

③
地
籍
測
量

平成25年度地籍調査にご協力を平成25年度地籍調査にご協力を
　地籍調査事業による一筆地調査を奈路、比江、
岡豊町笠ノ川、中ノ川の４地区で行います（７月
下旬ごろから関係者への説明会を開催予定）。
　この調査は土地の一筆ごとの所有者、地番、境
界などを確定するもので、災害時の境界復元や境
界紛争の防止に役立ちます。関係者及び地域の皆
さんのご協力をお願いします。
■実施区域（小字名）▲

奈路／ツヅラ、大隅、大隅之上、蔵谷、西蔵谷、
水谷、黒屋敷、ウ子ダ、上屋敷、奴田ノ本、上
平藪、下平藪▲

比江／平曽、水谷、後口新田、東新田、山添、
城山北平、城山西平、東屋敷、北屋敷、西屋敷、

谷山、谷屋敷、寺ノ西、栄源、城山、土居下、
　北ヶ内、宮ノ前、寺中、中屋敷、西谷入、前屋

敷、西野々、九日田、本屋敷、内裏、嘉治給、
　辻、土居屋敷、余田▲

岡豊町笠ノ川／砥谷、新城北分、 谷、両城、
士家、新城南分、長源山▲

中ノ川／ゴミ、トチノモト、モギアレ、釜ヵ日
浦、寺屋敷、石ノ小家、東川ノ向ヒ

■お願い
　土地所有者は、８月ごろまでに隣接地の所有者

と立ち会いのうえ、事前に境界杭を設置してく
ださい。

ＮＩＡ　南国市国際交流協会研修事業

■とき／毎週水曜日 19：00～21：00
■ところ／日章福祉交流センター
■参加費／１回100円

　日本語を習いたい外国人と日本語の教え方を勉
強する日本人ボランティアのための講座です。
■とき／毎週水曜日19：00～21：00
■ところ／日章福祉交流センター
■参加費

▼外国人／１回100円

▼日本人／ 3,500円（一括払い）
＊教材費が発生する場合があります。

■とき／７月14日㈰10：00～16：00
■ところ／日章福祉交流センター
■講師／長崎政浩（高知工科大学教授）
■参加費

▼ＮＩＡ会員／1,000円

▼一般／2,000円
＊お弁当、おやつ代含む
■申込締切／７月７日㈰

日本語能力検定試験対策　　
中上級クラス（外国人対象）

にほんごＳＨＡＢＥＲＩＢＡ！
日本語で話そう！　　　　　　

イングリッシュワークショップ
英語集中学習会（初級者対象）

※申込先・お問い合わせは、
南国市国際交流協会事務局　友永
（☎０９０－４３３２－７６５２
　� salut_navigatoria@yahoo.co.jp）まで
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滑走路を横断滑走路を横断

　高知龍馬空港で、津波避難訓練が実施されまし
た。
　滑走路を横断しての避難訓練は全国初で、滑走
路が避難ルートになっている空港南側の久枝北地
区の住民25人が今回の訓練に参加しました。
　航空機の運航が終わった午後９時過ぎから訓練
が行われ、フェンスにある避難用入口から滑走路
に入って、ターミナルビルの屋上を目指しました。
　滑走路を横断しない場合、ターミナルビルまで
約 40 分かかるところを、10 分程度で全員避難す
ることができ、滑走路横断の効果を実感すること
ができました。

４／19　津波避難訓練

▲４／18　高知県市長会議
　　　　　　（アンジェブラン）

▲４／10　春の全国交通安全運動
　人間看板　　　（大埇交差点）

▲４／17　広報委員委嘱・任命式
　　　　　　　　　　（市役所）

▲４／19　㈱フタガミと防災対策
　活動への協力に関する協定を締

結　　　　　　　　（市役所）

▲４／６　国府史跡保存会第30回
　紀貫之墓参　（滋賀県大津市）

▲４／14　第２回植田芝桜まつり
　　　　　　　　　　　（植田）

広 告

市
民
か
ら
の
お
便
り

時
々
「
カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
」
に
友
達
が
写
っ
て
い
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
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▲５／３　歴民の日
　　　　（県立歴史民俗資料館）

▲４／25　新しくＡＬＴが赴任
　　　　　　　　　　（市役所）

▲５／３　ゴールデン・ウィーク
　ウエルカムサービス

　　　 （道の駅南国「風良里」）

▲５／７　岡豊保育園完成
　　　　　　　　（岡豊保育園）

▲４／25　県立山田養護学校と広
　域福祉避難所（知的・発達障害

児者）の協定を締結
　　　　　（県立山田養護学校）

▲４／28　シカ被害防止ボランテ
　ィア活動　　　　（三嶺の森）

手作りこいのぼり手作りこいのぼり

　子どもの健やかな成長や家庭について考える
ことを目的として、５月５日の「こどもの日」
からの１週間が、児童福祉週間に定められてい
ます。
　今年も、児童福祉週間にちなんで、子どもた
ちの夢と希望を乗せた手作りこいのぼりが、市
役所のロビーに飾られました。
　今年のこいのぼりは、久礼田保育所と国府保
育所の園児たちによるもので、園児たちの似顔
絵と一緒に泳ぐ大きなこいのぼりは、来庁した
市民の皆さんの目を楽しませ、市役所の雰囲気
を和ませていました。

５／５～11　児童福祉週間

広 告

市
民
か
ら
の
お
便
り

緑
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
！
山
も
田
ん
ぼ
、
ま
わ
り
の
木
も
…
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■応募締切／６月12日㈬必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／54通　　★正 解 率／100％

中華料理店に行って、３種類のメニューを注文したら、ちょうど1000

円になりました。注文したのは、何と何と何でしょう。

市
民
か
ら
の
お
便
り

小
学
４
年
生
の
息
子
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。“
親
子
ク
イ
ズ
”
は
初
め
て
の
応
募
で
す
。
当
た
る
か
な
ぁ
～
!?

【第492回当選者】

岩原　静世（岡豊町）
曵地　　樹（駅前町）
高田　　拓（篠原）
三谷　滋子（里改田）
西川　美穂（緑ヶ丘）

【第492回解答】

30

　

近
年
の
少
子
化
、
核
家
族
化
と
い
っ

た
社
会
の
変
化
や
、
携
帯
電
話
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
家
庭
内
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
震
災
を
き
っ

か
け
に
家
族
の
あ
り
方
や
絆
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
４
月
、
私
の
家
族
に
生
活
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
朝
食
や

夕
食
な
ど
、
み
ん
な
一
緒
に
と
は
い
か

な
く
て
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
す

が
、
時
間
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
に
な
っ
た
こ

と
で
す
れ
違
い
が
多
く
な
り
、
こ
れ
か

ら
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど

の
よ
う
に
と
っ
て
い
こ
う
か
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
「
東
日
本
大
震
災
な

ど
で
家
族
の
絆
が
見
直
さ
れ
る
中
、
家

族
の
予
定
や
一
言
日
記
を
一
冊
に
書
き

込
め
る
『
家
族
カ
レ
ン
ダ
ー
』
が
人
気

だ
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
見
つ
け
ま
し

た
。

　

そ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
お
互
い
の
予
定

を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
書
き
込
む

こ
と
が
会
話
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
も

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

生
活
変
化
に
慣
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
家
族
は

い
つ
の
間
に
か
居
間
に
集
ま
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
過
ご
す
時

間
は
少
な
く
、
こ
れ
と
い
っ
た
話
も
し

な
い
の
で
す
が
、
み
ん
な
と
過
ご
す
心

地
よ
い
時
間
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

こ
そ
、
家
族
で
工
夫
を
し
な
が
ら
み
ん

な
が
集
ま
り
、
も
っ
と
話
を
し
て
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

毎
日
の
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
、
自

分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
す
る
力
や

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
育
ま
れ
る

気
が
し
ま
す
。

　

独
り
で
い
る
時
間
が
世
界
で
最
も
長

い
子
ど
も
は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち

に
必
要
な
の
は
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
や
洋

服
と
い
っ
た
“
物
”
で
は
な
く
、
家
族

と
の
“
時
間
”
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

「もっと話そうよ。大切な家族だから」♥　♥　♥　♥ ♥　♥　♥　♥

答え：Ｃ．15人

チャーハン……430円

ごはん…………110円

ラーメン………570円

からあげ………360円

ギョーザ………160円

ポテト…………310円

はるまき………220円

ゴマ団子………270円

メニュー
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地域とともに　

こ
こ
に
住
み
始
め
て
約
半
世
紀
に
な
り
ま

す
。
当
時
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
で
、
家
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
県
の

官
舎
な
ど
が
建
ち
、
人
も
増
え
、
昭
和
52
年

に｢

榎
田
町
」
が
で
き
ま
し
た
。
榎
田
町
が

で
き
た
当
時
か
ら
地
域
の
活
動
に
携
わ
っ
て

き
た
、
こ
の
集
落
の
一
番
古
い
住
人
で
す
。

　

民
生
委
員
を
引
き
受
け
て
25
年
目
に
な
り

ま
す
。
有
志
と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
」
を
立
ち
上
げ
、
幼

稚
園
や
図
書
館
、
呼
ば
れ
れ
ば
学
校
に
も
出

向
い
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
民
生
委
員
は
も

う
す
ぐ
定
年
と
な
り
卒
業
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
活
動
は
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

「
榎
田
町
」
の
歴
史
を
楽
し
げ
に
語
っ
て
く

れ
た
野
島
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
見
守
り

役
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

地域とともに

片
かたおか

岡　誠
せい

起
き

さん（宍崎）

野
の

島
じま

　明
あき

子
こ

さん（大埇甲）

　

妻
と
息
子
の
３
人
暮
ら
し
で
す
。
５
年
ほ

ど
前
に
電
気
通
信
設
備
の
会
社
を
退
職
し
ま

し
た
。
会
社
勤
め
の
間
は
四
国
各
地
の
現
場

を
回
っ
て
い
た
の
で
、
退
職
し
て
よ
う
や
く

自
分
の
家
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
は
地
区
の
総
代
を
し
て

い
ま
す
が
、
総
代
の
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
と
会

が
多
く
て
大
変
で
す
。
退
職
し
た
ら
の
ん
び

り
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
ね
。
地
域
の
た
め
に

な
る
な
ら
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

の
ん
び
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
小
笠

原
諸
島
の
き
れ
い
な
海
を
見
て
み
た
い
で
す
。

今
は
、
写
真
だ
け
で
我
慢
し
て
い
ま
す
。

　

穏
や
か
な
表
情
で
「
性
格
は
短
気
」
と
片
岡

さ
ん
。
大
変
と
言
い
な
が
ら
も
地
域
の
仕
事
を

引
き
受
け
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

いつかは南の島へいつかは南の島へ

市
民
か
ら
の
お
便
り

「
ク
イ
ズ
」
と
「
に
こ
に
こ
ラ
イ
フ
」
は
大
好
き
で
、
知
人
が
載
っ
て
い
た
り
す
る
と
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

　

古
代
の
律
令
体
制
で
各
国
に
作
ら
れ

た
政
治
の
中
心
地
を
国
府
と
い
い
ま
す
。

　

土
佐
国
に
お
い
て
は
、
現
在
の
南
国

市
比
江
に
、
国
府
に
関
係
の
あ
る
内
裏

（
だ
い
り
）・
府
中
（
ふ
ち
ゅ
う
）・
内

日
吉（
う
ち
ひ
よ
し
）・
国
庁（
こ
く
ち
ょ

う
）
な
ど
の
ホ
ノ
ギ
（
小
字
）
が
残
っ

て
お
り
、
国
府
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
国
府
の
中
で
、

今
の
県
庁
に
あ
た
る
場
所
を
国
衙
と
い

い
ま
す
。

土
佐
国
衙
跡

　

こ
れ
ま
で
に
27
回
に
わ
た
る
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、
国
衙
が
作
ら
れ
る
前
に

暮
ら
し
て
い
た
人
々
の
集
落
跡
や
、
役

所
関
係
の
建
物
、
遺
物
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
心
と
な
る
建
物
は

い
ま
だ
確
定
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
だ
調

査
さ
れ
て
い
な
い
場
所
に
眠
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

紀
貫
之

が
赴
任
し

た
地
で
も

あ
り
、
古

い
地
名
が

残
さ
れ
て

い
る
重
要

性
か
ら
県

の
史
跡
に

指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

紀
貫
之
邸
跡

　

土
佐
国
府
の
北
端
中
央
部
に
紀
貫
之

邸
跡
と
伝
わ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
公
園
に
な
っ
て
お
り
、
隣
に
は
古

今
集
の
庭
も
整
備
さ
れ
て
四
季
折
々
の

風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

紀
貫
之
が
土
佐
国
司
と
し
て
来
任
し

た
の
は
延
長
８
年
（
西
暦
930
年
）
か
ら

の
４
年
間
で
す
。
そ
の
任
期
が
終
わ
り
、

京
へ
向
け
て
帰
る
道
中
を
つ
づ
っ
た
も

の
が
我
が
国
最
初
の
仮
名
日
記
文
学
で

あ
る
「
土
佐
日
記
」
で
す
。
公
園
内
に

は
著
名
な

歌
人
で
も

あ
る
紀
貫

之
を
し
の

ん
で
、
４

基
の
石
碑

が
建
て
ら

れ
て
い
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

回
８
第

―雅の時代の中心地―「土佐国
こく

衙
が

跡
あと

と紀貫之邸跡」
土佐国衙跡

紀貫之邸跡

土佐国衙跡発掘調査
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「本心ですか…？」
澤本　英世（里改田）

市
民
か
ら
の
お
便
り

毎
回
、
広
報
の
ク
イ
ズ
が
１
番
楽
し
み
で
月
初
め
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

障
害
者
・
母
子
・
父
子

家
庭
の
皆
さ
ん
へ

各
種
手
当
の
支
給

特
別
障
害
者
手
当

　

心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。　

■
支
給
額
／
月
額
２
万
６
千
260
円

＊
施
設
入
所
や
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
場
合
、
所
得
が
一
定

以
上
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
方
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
支
給
額

▼
１
級
／
月
額
５
万
400
円

▼
２
級
／
月
額
３
万
３
千
570
円

＊
児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
、
所

得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
方

の
う
ち
、
重
度
の
障
害
の
た
め
、

常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳

未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
１
万
４
千
280
円

＊
施
設
入
所
の
場
合
、
所
得
が
一

定
以
上
あ
る
場
合
や
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

重
度
心
身
障
害
児
療
育
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
方

の
う
ち
、
障
害
児
福
祉
手
当
に
該

当
し
な
い
18
歳
未
満
の
心
身
障
害

児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
７
千
300
円

＊
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

重
度
心
身
障
害
児
・
者

医
療
費
助
成
制
度

　

重
度
障
害
の
あ
る
方
の
医
療
費

に
つ
い
て
、
自
己
負
担
分
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

■
対
象

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

の
方

▼
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
の
方

▼
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
・
４
級

を
所
有
し
、
療
育
手
帳
Ｂ
１
の

知
的
障
害
と
認
定
さ
れ
た
18
歳

未
満
の
方

＊
平
成
15
年
10
月
１
日
以
降
、
新

た
に
重
度
障
害
の
認
定
を
受
け

た
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

各
種
手
帳
、
保
険
証
、
印
鑑

※
障
害
者
の
各
種
手
当
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

南
国
市
交
通
遺
児
手
当

　

交
通
事
故
（
車
・
汽
車
・
電
車

の
運
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
、

海
難
、
航
空
事
故
）
で
父
母
、
も

し
く
は
父
、
ま
た
は
母
を
失
っ
た

児
童
を
対
象
に
18
歳
に
達
す
る
年

度
末
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
２
千
円

＊
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、
現

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。

母
子
・
父
子
福
祉
手
当

　

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
ま
た
は

男
性
で
、
18
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
、

ま
た
両
親
を
失
っ
た
18
歳
に
達
す

る
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
１
千
円

＊
母
ま
た
は
父
お
よ
び
児
童
が
引

き
続
き
１
年
以
上
市
内
に
在
住

し
、
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
方
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
市

交
通
遺
児
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

■
助
成
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
（
前
年
所
得
を

基
に
判
断
）

▼
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
と
児
童

▼
準
母
子
・
準
父
子
世
帯

▼
父
母
の
い
な
い
児
童

＊
児
童
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
年

度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
方
。

■
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

　

母
ま
た
は
父
お
よ
び
該
当
す
る

児
童
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑

＊
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
６

月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
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市
民
か
ら
の
お
便
り

（
親
子
ク
イ
ズ
）
大
学
生
の
息
子
が
簡
単
に
解
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
学
生
は
す
ご
い
! !

こ
う
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

研
修
生

　

県
で
は
、
関
東
や
関
西
地
区
に

お
住
ま
い
の
本
県
出
身
者
の
方
を

対
象
に
「
都
会
で
学
ぶ
こ
う
ち
ア

グ
リ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

高
知
県
で
就
農
を
考
え
て
い
る

方
に
募
集
案
内
な
ど
を
送
付
し
ま

す
の
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
研
修
会
場
・
研
修
日

▼
東
京
会
場
／
７
月
～
10
月
の
土

曜
日
（
全
10
回
）

▼
大
阪
会
場
／
８
月
～
11
月
の
土

曜
日
（
全
10
回
）

■
内
容
／
高
知
県
農
業
の
特
徴
、

就
農
支
援
制
度
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

統
計
調
査
員

　

市
で
は
、
統
計
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
方
法

　

調
査
対
象
者
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
、回
収
、点
検
し
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
の
主
な
調
査

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

＊
調
査
期
日
／
10
月
１
日

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
３
）
ま
で

展
示
会
場
を
お
探
し
の
方
へ

　

後
免
町
商
店
街
の
「
ご
め
ん
・

よ
っ
て
こ
広
場
」
で
は
、
手
作
り

手
芸
品
や
絵
画
、
写
真
な
ど
を
展

示
し
て
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会　

杉
本

（
☎
０
９
０・７
５
７
２・７
６
１
２
）

ま
で

戦
没
者
慰
霊
巡
拝

　

次
の
地
域
で
、
戦
没
者
の
ご
遺

族
を
対
象
に
慰
霊
巡
拝
が
行
わ
れ

児
童
扶
養
手
当

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
18
歳
未
満
の
児
童（
本

年
度
で
18
歳
に
達
す
る
児
童
は
年

度
末
ま
で
対
象
、
ま
た
中
度
以
上

の
障
害
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満
の
方
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま

た
は
父
、
も
し
く
は
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
）。

■
受
給
資
格
者
（
い
ず
れ
の
場
合

も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
１
級
程

度
）
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
で

あ
る
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し

た
児
童

⑧
母
が
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情
が

不
明
で
あ
る
児
童

■
こ
ん
な
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
児
童
が

▼
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

▼
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
が
受

け
ら
れ
る
と
き

▼
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
給
付
額
の
加
算
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
と
き

▼
労
働
基
準
法
な
ど
の
規
定
に
よ

る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き

▼
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
、
ま
た
は
里
親
に
委
託

さ
れ
て
い
る
と
き

▼
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
内
縁

関
係
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て

い
る
と
き

＊
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
除
く
。

②
父
ま
た
は
母
、
そ
れ
に
代
わ
る

養
育
者
が

▼
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

▼
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

＊
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢
福

祉
年
金
を
除
く
。

▼
事
実
婚
が
確
認
さ
れ
た
と
き

＊
定
期
的
な
訪
問
な
ど
社
会
通
念

上
夫
婦
と
し
て
の
生
活
が
認
め

ら
れ
た
場
合
、
事
実
の
発
生
し

た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当

を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
母
子
・
父
子
家
庭
の
各
種
手
当

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
子
育
て
応
援
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

広 告

ン
農
家
の
就
農
体
験
談
な
ど

■
募
集
人
員
／
各
会
場
40
名
程
度

＊
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
下
の
方

■
受
講
料
／
約
１
万
円

※
連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

県
立
農
業
大
学
校
研
修
課

（
☎
０
８
８
０・２
４・０
０
０
７
）

県
中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
改
良
普
及
課

（
☎
０
８
８
７
・５
３・３
０
３
９
）

ま
で

ま
す
。

■
対
象
地
域
／
沿
海
地
方
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ

ロ
モ
ン
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

硫
黄
島

■
参
加
条
件

　

健
康
状
態
が
良
好
な
ど

＊
原
則
80
歳
以
下
の
方

■
備
考
／
参
加
条
件
や
実
施
時
期
、

所
要
経
費
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
地
域
福
祉
政
策
課

（
☎
８
２
３
・
９
６
６
２
）

福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
支
援
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
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市
民
か
ら
の
お
便
り

ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
、
と
思
わ
せ
る
親
子
ク
イ
ズ
で
す
ね

の
い
ち
動
物
公
園
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

　

の
い
ち
動
物
公
園
の
展
示
動
物

を
含
む
動
物
写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
・
年
齢
制
限
／
な
し

■
応
募
締
切
／
７
月
31
日
㈬

■
備
考
／
作
品
の
大
き
さ
や
応
募

　

方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

県
立
の
い
ち
動
物
公
園

（
〒
７
８
１
・
５
２
３
３

香
南
市
野
市
町
大
谷
738

☎
０
８
８
７
・
５
６
・
３
５
０
９

�
０
８
８
７
・
５
６
・
３
７
２
３

http://w
w

w
.noichizoo.or.jp/

）

ま
で

無
料
講
演
会

■
と
き
／
６
月
21
日
㈮

　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

■
と
こ
ろ
／
ア
ン
ジ
ェ
ブ
ラ
ン

■
講
師
／
須
田
慎
一
郎
（
経
済
ジ

　

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

■
定
員
／
150
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
法
人
会

（
☎
８
６
４
・
３
３
１
０
）
ま
で

　

ど
う
な
る
日
本
！
こ
れ
か
ら
の
中

　

小
企
業
の
生
き
方

音
楽
の
夕
べ

　

自
衛
隊
の
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

会
が
開
か
れ
ま
す
。

■
と
き

　

６
月
23
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
／
県
民
文
化
ホ
ー
ル

（
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
）

■
入
場
料
／
無
料

＊
入
場
券
が
必
要

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部

（
☎
８
２
２
・
６
１
２
８

http://www.m
od.go.jp/pco/kochi/

）

ま
で

国
分
寺
金
堂
屋
根
葺
き
替
え

修
理
見
学
会

　

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
国
分

寺
金
堂
屋
根
葺
き
替
え
修
理
の
一

般
向
け
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

高
所
の
仮
設
足
場
か
ら
修
理
の

様
子
を
間
近
に
見
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。

■
と
き
／
７
月
27
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
、
午
前
11
時

～
、
午
後
１
時
30
分
～
、
午
後

３
時
～
の
４
回
に
分
け
て
実
施

■
集
合
場
所
／
国
分
寺
金
堂
前

第
56
回
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典

写
真
教
室

　

夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
花
火
の
上
手
な
写
し

方
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
あ

な
た
の
写
真
を
添
削
し
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
７
月
１
日
㈪
、
７
月
８

日
㈪
、
７
月
22
日
㈪
、
７
月
29

日
㈪
、
８
月
５
日
㈪
、
８
月
12

日
㈪

　

午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
芝
速
三

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
方

■
定
員
／
20
名
程
度

■
受
講
料
・
材
料
費

　

３
千
300
円
（
６
回
分
）

■
持
参
物
／
一
眼
レ
フ
も
し
く
は

コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
撮
影
し

た
Ｌ
判
写
真
（
写
真
デ
ー
タ
で

も
可
）

■
申
込
締
切
／
６
月
24
日
㈪

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
６
５
・
８
０
１
５
）
ま
で

　

■
と
き
／
９
月
１
日
㈰
午
後
２
時

■
と
こ
ろ
／
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

■
資
格
／
昭
和
38
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

出
さ
れ
た
県
内
在
住
の
夫
婦

＊
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
、
初
め

　

て
参
加
す
る
方
も
可

■
申
込
方
法
／
夫
婦
の
戸
籍
抄
本

（
謄
本
で
も
可
。
婚
姻
年
月
日

と
２
人
の
生
年
月
日
が
必
要
）

と
便
せ
ん
か
申
込
用
紙
に
２
人

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

職
業
、
郵
便
番
号
、
住
所
（
ふ

り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
結
婚

記
念
日
を
記
入
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
申
込
用
紙
な
ど
詳
細
は
、
高
知

新
聞
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.kochi-sk.co.jp/kinkon/

）

■
申
込
締
切
／
６
月
24
日
㈪
必
着

■
備
考
／
参
加
者
に
は
８
月
中
旬

ご
ろ
、
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部
内

「
金
婚
式
」
係

（
〒
７
８
０
・
８
６
６
６

　

高
知
市
本
町
３
丁
目
２
・
15

　

☎
８
２
５
・
４
３
２
８
）
ま
で

■
募
集
人
数
／
各
回
25
名

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
６
月
17
日
㈪
午
前

９
時
か
ら
、
電
話
で
先
着
順
に

受
け
付
け

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で
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市
民
か
ら
の
お
便
り

（
親
子
ク
イ
ズ
）
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

地
域
と
大
学
を
結
ぶ
会

　

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
（
公
民
館
）

で
は
、
高
知
大
学
医
学
部
と
地
域

住
民
が
共
に
健
康
を
考
え
る
会
を

開
催
し
、
健
康
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
６
月
28
日
㈮

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館

■
健
康
講
話
／
嚥
下（
飲
み
込
み
）

　

の
し
く
み
と
そ
の
障
害

■
講
師
／
兵
頭
政
光
（
高
知
大
学

医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
）

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
担
当

（
☎
８
６
４
・
０
６
２
３
）
ま
で

南国市指定ごみ袋が変わります
　今までのごみ袋より持ちやすく結びやすい、レジ袋型のごみ袋
に形が変わります。種類によっては、７月初旬頃から販売開始の
予定です。店頭では、ロール状で販売されます。
■変更になるごみ袋

▼可燃ごみ用（大・中・小）

▼資源物用（大・中）

▼ビン用（中・小）
＊水銀を含むごみ用ごみ袋の変更

はありません。
＊ごみ袋の容量や料金はこれまで

と同じです。
＊今までのごみ袋も引き続き使えます。

※お問い合わせは、環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

６
月
は
高
知
県
の
「
男
女

共
同
参
画
推
進
月
間
」

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
、
な

ん
だ
か
難
し
そ
う
、
自
分
に
は
関

係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

し
か
し
、
あ
な
た
の
身
の
回
り

に
も
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

▼
家
庭
で

　

結
婚
後
や
出
産
後
も
仕
事
を
続

け
る
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

家
の
中
の
こ
と
は
女
性
の
仕
事
の

ま
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
職
場
で

　

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の
推
進

や
、
企
画
会
議
な
ど
の
場
に
男
女

と
も
に
参
加
し
、
互
い
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
か
？

　

ま
ず
は
、
あ
な
た
の
身
の
回
り

の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
目

を
向
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
８
２
３
・
９
６
５
１
）

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ソ
ー
レ
」

（
☎
８
７
３
・
９
１
０
０
）

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

児
童
手
当
の
支
給
と
現
況
届
の

提
出

　

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
は
、
申
請
に
よ

り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
所
得
制
限
限
度
額
が

導
入
さ
れ
、
限
度
額
を
超
え
て
い

る
方
で
も
、
一
律
５
千
円
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
支
給
月
額
（
限
度
額
内
の
方
）

▼
３
歳
未
満
ま
で
／
１
万
５
千
円

▼
３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前
／

　

１
万
円
（
小
学
生
ま
で
の
第
３

　

子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

▼
中
学
生
／
１
万
円

■
児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

こ
れ
は
６
月
１
日
現
在
の
養

育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
限
度
額
を
超
え

て
い
る
方
も
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
公
務
員
の
方
は
職
場
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
子
育
て
応
援
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

　法令に基づき、使用期限が
近づいた水道メーターの取り
替えを６月から11月にかけて、
市内全地区を対象に行います。
　委託を受けた業者が訪問し
た際は、ご理解とご協力をお
願いします。

※お問い合わせは
上下水道局くらしの水係

（☎８６３－１２３４）まで

上下水道局からの
お知らせ

水道メーターの取り替えを
行います。　　　　　　　
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たちばな２号
日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

６／４ 火 久礼田保育所 
　10：25 ～ 10：45

久礼田西公民館
　10：55 ～ 11：15

後免野田小学校 
　12：50 ～ 13：35

たちばな幼稚園 
　14：00 ～ 14：20

奈路小学校 
　14：45 ～ 15：20

奈路公民館 
　15：25 ～ 15：45

北陵中学校 
　16：05 ～ 16：25

５ 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

岩村ふれあいセンター 
　10：55 ～ 11：15

香南中学校 
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：25 ～ 13：45

グループホームワルツ 
　14：00 ～ 14：30

６ 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

７ 金 札場バス停前 
　10：00 ～ 10：20

丸十園芸組合前 
　10：25 ～ 10：45

阿戸公民館 
　10：50 ～ 11：10

日章小学校 
　12：50 ～ 13：20

立田消防屯所南側 
　14：10 ～ 14：30

タマリン館 
　14：40 ～ 15：00

大篠小学校Ａ 
　15：25 ～ 16：25

11 火 あけぼの保育所 
　10：20 ～ 10：40

大湊保育所 
　10：50 ～ 11：10

寶生寺 
　11：15 ～ 11：35

香長中学校 
　13：00 ～ 13：20

白銀荘 
　14：05 ～ 14：25

大篠保育園 
　14：35 ～ 15：05

大篠小学校Ｂ 
　15：25 ～ 16：25

12 水 里保育所 
　10：20 ～ 10：40

稲生小学校 
　12：50 ～ 13：30

白山荘 
　13：40 ～ 14：10

稲生保育園 
　14：20 ～ 14：40

かりやストアー前 
　14：45 ～ 15：05

土佐厚生会こくふ 
　15：30 ～ 16：00

13 木 長岡西部保育所 
　10：20 ～ 10：40

岡豊保育園 
　10：50 ～ 11：10

長岡小学校　　 
　13：00 ～ 13：40

長岡農協 
　13：50 ～ 14：10

南陣山公民館 
　14：20 ～ 14：40

医学部国際交流会館 
　16：00 ～ 16：20

14 金 吾岡保育園 
　10：30 ～ 10：50

南海学園 
　10：55 ～ 11：15

国府小学校 
　13：00 ～ 13：30

ケアハウスたんぽぽ 
　14：10 ～ 14：40

医学部中島宿舎 
　14：50 ～ 15：10

ひまわり幼稚園 
　15：35 ～ 16：05

18 火 明見保育所 
　10：15 ～ 10：35

星神社前 
　10：40 ～ 11：00

久礼田小学校 
　12：50 ～ 13：35

植野公民館 
　14：10 ～ 14：30

定林寺公民館 
　14：50 ～ 15：10

白木谷小学校　　 
　15：30 ～ 16：00

19 水 土佐希望の家 
　10：00 ～ 10：25

国府保育所 
　10：35 ～ 10：55

三和小学校　　 
　12：50 ～ 13：40

浜窪市営住宅 
　14：00 ～ 14：20

南部営農センター 
　14：30 ～ 14：50

浜改田公民館 
　15：00 ～ 15：30

21 金 蒲原県営住宅 
　10：15 ～ 10：35

医学部蒲原宿舎 
　10：40 ～ 11：00

保健福祉センター 
　11：20 ～ 11：40

鳶ヶ池中学校 
　13：10 ～ 13：30

希望が丘分校 
　15：00 ～ 15：30

25 火 十市保育園 
　10：00 ～ 10：30

岡豊小学校　　 
　13：00 ～ 13：30

ＪＡ三和支所 
　14：15 ～ 14：35

大湊小学校 
　14：50 ～ 15：20

26 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

岩村ふれあいセンター 
　10：55 ～ 11：15

香南中学校 
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：25 ～ 13：45

グループホームワルツ 
　14：00 ～ 14：30

27 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

人
権
と
は
、
「
人
が
幸
せ
に
生

活
す
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」
で

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん

が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行

っ
た
り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

・
北
村
義
雄
（
田
村
）

・
豊
永
悦
子
（
西
山
）

・
澤
村
正
彦
（
久
礼
田
）

・
田
島
德
子
（
大
埇
）

・
隅
田
道
代
（
下
野
田
）

・
傍
士　

功
（
堀
ノ
内
）

・
岡
田
哲
夫
（
里
改
田
）

・
松
岡　

綠
（
稲
生
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
８
２
２
・
３
５
０
３
）

総
務
課
総
務
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　

１
分
間
吹
鳴
（
ウ
ー
）

　
　
　

↓

　

15
秒
休
み

　
　
　

↓

　

１
分
間
吹
鳴
（
ウ
ー
）

四
国
電
力
か
ら
ダ
ム
放
流

に
つ
い
て
お
願
い

　

今
年
も
集
中
豪
雨
や
台
風
が
発

生
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
国
電
力
で
は
、
休
場
ダ
ム
（
香

美
市
土
佐
山
田
町
東
川
）
か
ら
越

流
す
る
場
合
、
サ
イ
レ
ン
や
警
報

車
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
サ

イ
レ
ン
や
警
報
車
に
よ
る
警
報
を

聞
か
れ
た
場
合
は
、
川
に
置
か
れ

て
い
る
も
の
や
川
に
い
る
方
は
、

直
ち
に
安
全
な
場
所
へ
移
動
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
放
流
す
る
場
合
の
サ
イ
レ
ン
の

鳴
ら
し
方

※
お
問
い
合
わ
せ
は

四
国
電
力
㈱
繁
藤
ダ
ム
管
理
所

（
☎
０
８
８
７
・５
７
・９
０
３
６
）

ま
で

ご
存
知
で
す
か
！
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
（
問
）
／
労
働
条
件
通
知
書
に

昇
給
・
賞
与
・
退
職
手
当
の
有

無
の
記
載
が
な
い
の
で
す
が
…
。

Ａ
（
答
）
／
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
で
は
、
労
働
条
件
通
知
書
の

中
に
昇
給
、
賞
与
、
退
職
手
当

の
有
無
に
つ
い
て
も
明
示
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
８
８
５
・
６
０
４
１
）
ま
で

「
み
ん
な
の
人
権
110
番
」

　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

相
談
者
か
ら
の
電
話
の
発
信
地

域
に
応
じ
て
、
最
寄
り
の
法
務
局

に
つ
な
が
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
取
扱
内
容
／
差
別
待
遇
、
暴
行
、

セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
名
誉
毀

損
な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談

■
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
平
日
の
み
）

■
電
話
番
号
／
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・０
０
３
・１
１
０
）

＊
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
８
２
２
・
３
５
０
３
）
ま
で
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シンクロニシティ　川瀬七緒
脊梁山脈　　　　乙川優三郎
よだかの片思い　　島本理生
童子の輪舞曲　　　仁木英之
深海の夜景　　　　森村誠一
怒りのフローラ　上・下

イザボー・S．ウィルス
わからん薬学事始　２
　　　　　　　　まはら三桃
ちいさなはくさい
　　　　　　ほてはまたかし
　　　　　　　　　　　ほか

毎週の月曜日、28日㈮
６月の休館日■とき／６月３日㈪・20日㈭

　　　   10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
　（☎８６３－４４４４）まで

子犬の譲渡会

人権・行政相談

無料法律相談

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

発生件数　　  ２件
建物　　　       １件
山林　　　       ０件
その他　  　     １件

《救急》
出動回数   176回
急病　　　   99回
交通事故　   21回
一般事故　　23回
その他　      33回

（４月分）

６月の納税は
市・県民税（１期分）

《火災》

■とき／６月20日㈭
　　　　９：00～10：00
■ところ／中央小動物管理センター
※事前電話を同センター
（☎８３１－７９３９）まで

人身事故件数 死者 負傷者
   25年４月
25年1月～4月

18件
71件

０人 20人
０人 81人

密
入
国
・
不
法
滞
在
に

関
す
る
情
報
提
供
を

　

警
察
で
は
、
密
入
国
者
や
不
法

滞
在
外
国
人
の
早
期
発
見
、
検
挙

の
た
め
に
警
戒
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
海
上
や
海
岸
な
ど
で
、
不
審

な
船
や
車
、
不
審
な
人
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
警
察
に
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
船
…
港
で
普
段
見
か
け
な
い
船
、

夜
間
無
灯
火
で
航
行
す
る
船

◎
車
…
海
岸
付
近
に
駐
車
さ
れ
た

見
慣
れ
な
い
コ
ン
テ
ナ
車
な
ど

◎
人
…
夜
間
海
岸
を
徘
徊
し
て
い

る
見
慣
れ
な
い
不
審
な
人

※
通
報
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
警
察
署

（
☎
８
６
３
・
０
１
１
０
）

ま
た
は
１
１
０
番
ま
で

　

南
国
警
察
署
管
内
沿
岸
協
力
会

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ

系
フ
ィ
ル
ム
）
類
の
回
収

■
排
出
の
注
意
事
項

▼
農
業
用
で
使
用
さ
れ
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

▼
各
農
協
で
決
め
ら
れ
た
日
時
・

場
所
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
排
出
は
有
料
で
す
。
金
額
、
支

払
い
方
法
は
各
農
協
に
よ
り
異

ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
許
可

等
に
関
す
る
条
例
の
施
行

　

ペ
ッ
ト
霊
園
の
無
秩
序
な
開
設

を
防
ぐ
た
め
に
、
「
南
国
市
ペ
ッ

ト
霊
園
の
設
置
の
許
可
等
に
関
す

る
条
例
」
が
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
家
や
学
校
、
病
院
、
公
園
な

ど
か
ら
100
ｍ
（
焼
却
施
設
が
あ
る

場
合
は
200
ｍ
）
以
上
離
す
こ
と
や
、

焼
却
炉
な
ど
の
施
設
基
準
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

霊
園
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
事
前
に
計
画
を
市
に
提
出

し
て
、
近
隣
住
民
へ
の
説
明
会
を

開
き
、
市
長
か
ら
許
可
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

　

個
人
県
民
税
の
均
等
割
額
（
年

額
１
千
500
円
）
に
は
、
森
林
環
境

税
500
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
「
森
林
環
境

の
保
全
」
の
た
め
の
事
業
や
「
県

民
参
加
の
森
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
の
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
に
関
す
る
こ
と
／
県
税
務
課　

（
☎
８
２
３
・
９
３
０
８
）

使
途
に
関
す
る
こ
と
／
県
林
業
環

境
政
策
課

（
☎
８
２
１
・
４
５
８
６
）
ま
で

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
定
め
ら
れ
た
分
別
や
梱
包
（
１

包
み
10
㎏
程
度
）
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
非
合
法
な
排
出
や
不
法
投
棄
は
、

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

管
内
各
農
協
ま
た
は
農
林
水
産
課

（
市
古
ビ
ニ
ー
ル
等
処
理
対
策
推

進
協
議
会
事
務
局

☎
８
８
０
・
６
５
５
９
）
ま
で

６月４日㈫、５日㈬
臨時休館日
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希望の月から納付書で前納できます
　国民年金保険料を納付書で納付する場合は、平成
26年３月分までの保険料を前払いすると割引がある

「前納」という制度があります。例えば、
・平成25年６月分から平成26年３月分まで納付

書で前納すると148,210円。毎月納付の場合は
150,400円（月額15,040円×10カ月）。月々納めた
場合と比較すると、2,190円割引となります。

・平成25年７月分から平成26年３月分まで納付書
で前納すると133,610円。毎月納付の場合135,360
円（月額15,040円×９カ月）。月々納めた場合と
比較すると、1,750円割引となります。

＊前納を希望する月の月末（土・日曜日、祝日の場
合は翌営業日）が納付期限となります。

＊過ぎてしまった月の保険料をまとめて納付しても
割引は適用されません。

◎前納する場合は、専用の納付書が必要になります。
　納付期限がありますので、早めに南国年金事務所

までご連絡ください。前納の納付書を送付します。

※お問い合わせは
　南国年金事務所（☎８６４－１１１１）まで

国民年金には「付加年金」がおすすめです
　付加年金は任意加入（農業者年金加入者は強制）
です。第１号被保険者・任意加入被保険者の方が対
象となります。定額保険料に付加保険料（月額400
円）をプラスして納付すると、老齢基礎年金の受給
時に付加年金額が加算されます。　
■付加年金額（年額）
　200円×付加保険料納付月数
＊例えば、付加保険料を10年間納付すると…。
　保険料の負担額は、10年間で48,000円（400円×

120カ月）です。
　この場合の老齢基礎年金への加算額（年額）は、
　24,000円（200円×120カ月）となります。
■付加年金の特徴
・２年間受給すると納付した付加保険料総額と同額

になります。
・老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金です。
・定額のため、物価スライドの影響を受けません。
・国民年金基金に加入中の方は、加入できません
・付加保険料は、納付期限を過ぎると納付できませ

ん。納付期限は当該月の翌月末日（土・日曜日、
祝日、年末の場合は翌営業日）となりますのでご
注意ください。

※申込先・お問い合わせは
　市民課年金係（☎８８０－６５５５）まで

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

　行政情報公開制度及び個人情報保護制度の利用状
況をお知らせします。

公開請求件数 処理状況 不服申立件数

25件
内　訳
　市長部局　　20件
　市長部局外　５件

公　　開　12件

０件
一部公開　７件
非 公 開　６件
却　　下　０件
取 下 げ　０件

　条例に基づく公開請求が25件ありました。
　「南国市住居表示に関する条例第３条に基づく住
居表示実施地区資料」など12件の文書は、その全部
を公開しました。
　「平成23年度執行南国市長選各候補者選挙運動費
用収支報告書資料」など７件の文書は、特定の個人
に関する箇所があり、その部分を除いたものを公開
しました。
　非公開は６件で、該当文書が存在しない、もしく
は特定の個人に関する文書のため非公開としました。
　南国市行政情報公開条例で規定する不服申立ては、
ありませんでした。

◎平成24年度個人情報保護条例による開示請求と処
理状況

開示請求等の
件　　　　数 内容別件数 処理状況 不服申立

件　　数

10件　　　　
内　訳
　市長部局　

　９件
　市長部局外

　１件

開示請求
 10件

開　　示
　９件

０件

一部開示
０件

却　　下
　１件

取 下 げ
０件

訂正請求
０件 －

適正処理の
申し出 ０件 －

苦情・相談
 ０件 －

　条例に基づく開示請求が10件ありました。
　訂正請求、適正処理の申し出および苦情・相談は、
ありませんでした。

※お問い合わせは
　総務課総務係（☎８８０－６５５１）まで

◎平成24年度行政情報公開条例による公開請求と
処理状況

情 報 公 開 制 度



※お問い合わせは
　環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。

▶可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ン・水銀を含むごみは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。
▶指定日の午前５時～８時までに出してください。
▶お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

片山、里改田

 日 曜

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺

国分、比江、左右山、北小籠

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京

下咥内、物部、久枝（開田）

領石、植野、久礼田、植田

十市（北部）、緑ヶ丘、岩村
稲生

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

6／1

4
3

4

5

10

7
6

8

11

14

12
13

17
15

19

21

18

25
24
22

20

水

火

金
木
水

火
月

土

木
水

月

金

月
火

月

立田

国分、比江、左右山、岩村

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘

伊達野、大埇団地 
田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生

篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜
浜改田
片山、里改田
十市（南部）、天行寺、成合

下咥内、物部、久枝（開田）

浜改田

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

７／1

4
3

2

5

10
8
7

6

11
12
13
14

17
15

20

19

18

26
27

24
22
21

火

金

木

木
水
火

土

木

水

土

月
土

月

白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

十市（南部）、天行寺、成合７／1
2
3

26
27

土

金

田村

月
土

土
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

水

火

６／1

火
月

水
火
月

十市（南部）
木

水
火

木

土

久枝（開田を除く）、下島、前浜

火
月

木
28 金

水
25

木

久枝（開田を除く）、下島、前浜

28 金

金

日 曜  地　　　　区地　　　区

金

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

（第１・３月曜日）

（第１・３火曜日）

（第１・３水曜日）

（第２・４月曜日）

（第２・４火曜日）

（第２・４水曜日）

６月３日・17日

６月４日・18日

６月５日・19日

６月10日・24日

６月11日・25日

６月12日・26日

７月１日・15日
（第１・３月曜日）

６月６日・20日
（第１・３木曜日）
６月７日・21日
（第１・３金曜日）

６月１日・15日
（第１・３土曜日）

６月13日・27日
（第２・４木曜日）

６月14日・28日
（第２・４金曜日）

６月８日・22日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

７月１日・15日
（第１・３月曜日）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

天行寺

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、

下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内
笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

６月３日・17日
（第１・３月曜日）天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

ビン・雑ごみ・ペットボトル・水銀を含むごみの収集

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠住宅

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

片山、里改田、浜改田、天行寺、成合
領石、植野、久礼田、植田
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マ
マ
友
達
を
つ
く
っ
て
気
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
親

子
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

電
話
で
の
育
児
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

集
い
の
日

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
6
月
24
日
㈪
は
お
休
み
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
妊
娠
期
か
ら
生
後
５
か

月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊
対
象
の
お
子
さ
ん
の
兄
姉
を
連

れ
て
の
参
加
の
場
合
は
、
子
ど

も
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き
る
ご

家
族
の
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

■
備
考
／
６
月
12
日
㈬
は
、
保
健

師
・
助
産
師
に
よ
る
体
重
・
身

長
測
定
、
保
健
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

出
張
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

■
と
き
・
と
こ
ろ

▼
６
月
４
日
㈫
・
十
市
高
齢
者
多

世
代
交
流
プ
ラ
ザ

▼
６
月
27
日
㈭
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

な
が
お
か

■
時
間
／
午
前
10
時
～
11
時

子
育
て
講
座

■
と
き
／
６
月
18
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
受
付

午
前
９
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

「
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ

う
」

■
講
師
／
岩
城
美
喜
江

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
指
定
指
導

者
）

■
対
象
／
１
歳
６
か
月
以
上
の
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
15
組

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できな
　い場合があります。

日 曜 当　番　医 電話
6／2 日 高 田 内 科（大埇乙） 863-3925
　 9 日 鍋 島 医 院（国　分） 862-0030
　16 日 たかはし内科小児科（緑ヶ丘） 865-5680
　23 日 岡 豊 病 院（岡豊町） 866-2345
　30 日 あけぼの小児クリニック（田村乙） 878-6611
7／7 日 南 国 病 院（大埇甲） 864-3137

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

　これから出産を迎える妊婦さんとそのご家族を対象に、マ
タニティ教室を開催します。おじいちゃん・おばあちゃんに
なる方も気軽にご参加ください。

ママ・パパの集い～マタニティ教室～

クラス と 　き 内　　　　容 持参物

ク
ラ
ス

①
出
産
準
備

７月９日㈫
13：30
～16：00

◎助産師・歯科衛生士・栄養士
からのワンポイントアドバイ
ス

・母乳の上手なあげ方は？赤ち
　ゃん人形で抱っこの練習
・お口の健康と、マイナス１歳

から始める虫歯予防
・妊娠中に気をつけたい食生活
◎ご自身らしいお産の為に
・赤ちゃんとお話しながら、妊

娠中から心も体もお産の準備
・パパやご家族も、大切な主

役！

母子手帳
筆記用具

　

ク
ラ
ス　

②
育
児
準
備

７月16日㈫
13：30  
～16：00

◎沐浴実習：赤ちゃんをお風呂
に入れる練習

◎妊婦体験：ママの気持ちを体
験してみよう

◎相談コーナー：助産師・歯科
衛生士・栄養士・保健師が対
応

◎赤ちゃんのお世話：オムツ替
えや抱っこの練習

母子手帳
エプロン
筆記用具

＊受付時間は13：00～13：20です。
＊①②の両方、または一方のみの申し込みも可能です。
＊次回の開催は、①９月13日㈮②９月17日㈫です。

■ところ／保健福祉センター
■定員／各クラス15組
■参加料／無料
■申込方法／電話でお申し込みください。

これから

　ふたごちゃん、みつごちゃんを子育て中のお母さ
ん・お父さん、妊婦さん。みんなで交流し情報交換
や仲間作りをしませんか？気軽にご参加ください。
赤ちゃんの計測もできます。
■とき／６月11日㈫
　10：00～11：00
■ところ／保健福祉センター
■対象／ふたご・みつごを妊娠中または子育て中の

方とそのご家族
■持参物／母子手帳（計測希望の方のみ）
■参加料／無料
＊前日までにお申し込みください。

て く て く
～ふたごちゃん・みつごちゃんの集い～
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※この２ページの健診などの
　申込先・お問い合わせは

　次の方は、各種がん検診料（ただし、前立腺が
ん検診を除きます）が無料になります。
　①平成25年度内に40歳・50歳となる方、②平成
25年度内に70歳以上となる方、③生活保護世帯の
方、④身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの方（手帳の提示が必要です）

■健診（検診）の対象者と健診（検診）料
健診（検診）項目 対象者 健診（検診）料
肺 が ん 検 診 40～64歳 200円
肺がん・結核検診 65歳～ 無　料
胃 が ん 検 診 40歳～ 900円
歯 科 健 診 40歳～ 無　料
健 康 診 査 40歳～ 医療保険者により異なります

〇胃がん検診では、胃腸の病気がある方（胃腸手術
歴のある方）や、よくむせる・飲み込みが悪いな
どの症状のある方（過去にバリウムが気管に入っ
た方）は専門の医療機関での受診をお勧めします。

〇勤務先などで受診機会がある方や今年度すでに受
診済みの健診（検診）は、ご遠慮ください。

〇健康診査の受診には、加入している医療保険者発
行の受診券（特定健康診査受診券・後期高齢者健
康診査受診券）が必要です。

○乳がん検診では、ペースメーカー装着者の方（破
損の恐れがあるため ）、妊娠中、授乳中、豊胸手
術を行っている方はご遠慮ください。

■とき／８月31日㈯・９月２日㈪
■ところ／保健福祉センター
■集合時間／希望健診（検診）項目によって異なり

ますので、郵送でお知らせします（終了時間は午
前中の予定です）。

■申込期間／６月12日㈬～８月７日㈬
＊定員に達し次第締め切ります。

総合健診（検診）総合健診（検診）

健診（検診）項目 定　員
肺がん検診 80名肺がん・結核検診
胃がん検診 80名
歯科健診 50名
健康診査 80名

内　　容 対  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

胸部レントゲン
検診
健康診査
(申し込みは不要
です)

全地区

6/ ４ 火
９：30～11：00
13：30～15：00

久 礼 田 体 育 館
6/ ９ 日 ＳＵＮＳＵＮながおか
6/24 月 保健福祉センター6/25 火
6/28 金 ９：30～11：00 中央市民館（長岡）

13：30～15：00 岩村ふれあいセンター
４か月児健診

全地区
6/27 木

12：45～14：00 保健福祉センター10か月児健診 6/20 木
１歳６か月児健診 6/ ６ 木
３歳４か月児健診 6/13 木

愛の献血
全地区
(16歳～
69歳）

6/12 水 11：30～16：30 高 知 大 学 医 学 部

6/17 月
９：00～11：00 ㈱ 垣 内
13：00～14：00 ヤマト運輸㈱高知主管支店
14：45～16：00 四国西濃運輸㈱高知支店

※６月９日㈰の健康診査は、国保加入者と後期高齢者医療制度対象の方のみ。

　離乳食を作りながら、子育てについて情
報交換しませんか。
　当日は、母子保健推進員・託児ボランティ
アによる託児もあります。
■とき／６月25日㈫13：30～15：30
■ところ／保健福祉センター
■持参物／母子手帳、エプロン、三角巾、

手拭きタオル、筆記用具
■参加料／無料
■託児定員／15名
■申込方法／電話でお申し込みください。

ゆうゆう赤ちゃん
～離乳食講習会（初期・中期）～

【胃がん検診】
■対象／40歳以上の市民
■定員／１日50名
■検診料／900円
【乳がん検診～マンモグラフィ撮影～】
■対象／40歳以上の女性
■定員／１日120名
■検診料／1,000円
【子宮頸がん検診】（集団検診）
■対象／20歳以上の女性で、下記に該当する方
　①昨年度未受診の方
　②受診年度内に40歳・50歳になる方
■定員／１日100名
■検診料／600円　　　　　　　　　　　　　　

申込受付開始 検診日 会　場 胃 乳 子宮
受付中 ７／２㈫ 保健福祉センター ○●
受付中 ７／８㈪ 保健福祉センター ☆ ○●
受付中 ７／16 ㈫ 保健福祉センター ◎

６／７㈮
8：30～ ８／５㈪ 保健福祉センター ○●

６／７㈮
8：30～ ８／６㈫ 保健福祉センター ○●

７／３㈬
8：30～ ９／４㈬ 中央公民館（大篠） ☆ ○

７／３㈬
8：30～ ９／４㈬ 保健福祉センター ●

　申し込み開始日が早くなりましたので、ご注意くだ
さい。　

　がん検診日程表　

※検診受付時間　☆８：30、９：30
　○８：30、９：30、10：30　●13：30、14：30、15：30
　◎９：00、９：30、　10：00、10：30

＊８月31日㈯の健康診査は、国保加入者と後期高齢
者医療制度対象の方のみ。
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  ちゃん　（大埇）

平成24年３月11日生まれ

１歳をすぎ、ちょっとオテンバに
なってきました。これからも毎日
楽しく遊ぼうね。
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  くん（下末松）
平成23年８月４日生まれ

食べるの大好き、くいしんぼうの
りっくん。よく食べよく寝て大き
く育ってね。

　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
封書でお送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。
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面　積　 125.35㎢
人　口　 48,728人（＋199）
　男　　 23,173人（＋171）
　女　　 25,555人（＋ 28）
世帯数　 21,736世帯（＋273）

　内　外国人数　200人（＋　2）
　　　　男　　　 98人（＋　3）
　　　　女　　　102人（－　1）
　登 録 国 籍 数　　 28カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成25年４月30日現在》
出生数　  33人〔 男  16人・女  17人 〕 　《４月分》

有権者数《平成25年３月２日現在》
　　　　　　　　　39,636人〔男  18,374人 ・ 女  21,262人〕

高知自動車道
南国I.C.

入 126,895台
出 126,773台

高知龍馬空港
出発   46,615人
到着   47,602人

《４月分》

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。
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リニ　プジアーティ　さん
（インドネシア共和国）
高知大学農学部留学生

211
）））明日は今日よりもいい日に ）））

インドネシア
共和国
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